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研究成果の概要（和文）：本研究は、鎌倉時代末期より室町時代に至る五山禅林の漢文学におい

て、中国宋代の詩文がどのように受容されていったか、主として詩文集（およびそれに附され

た注釈）と詩話という二種類の文献資料を取りあげて、中国文学と日本文学双方の視点から、

多角的に解明したものである。 
 
研究成果の概要（英文）：This research studied acceptance and development of literature 
of Song China by the Five Mountain school of literature in the medieval Japan (from late 
Kamakura to Muromachi) from the perspective of Japanese literature and Chinese literature. 
The characteristics of annotation of collections of literary works and theory of poetry 
written by literati of Five Mountain school has been made clear from various angles. 
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１．研究開始当初の背景 

日本漢文学の研究にあって、これまで五山
文学研究は必ずしも十分とは言えない状況に
あった。その理由の一つに、五山の禅僧たち
が依拠した中国の文献資料に関する理解が行
き届いていなかったことが挙げられる。また、
日本漢文学の研究者と、中国文学の研究者と
の共同研究の態勢が十分ではなかったことも
関わっていよう。 

本研究はその欠を補うべく、日中両国の文
学研究者が共同して、五山文学とそれが受容
した中国宋元の文学との関係について多角的
に考察することを目的として構想された。 
また、従来の日中比較文学研究には、文学

研究以外の政治・法律、思想・宗教、社会・
経済、自然科学等の多分野の中国研究との連
携が十分ではなかった。本研究は、そのよう
な多分野の研究との共同作業をも視野に入れ
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て構想されたものであり、この点において独
自の特色を持つ。 

日本と中国という双方の視点、また多分野
の研究の視点を導入することによって、従来
型の日中比較文学研究とは異なる新たな研究
領域・研究方法が創出されることが予想され
る。 
 
２．研究の目的 

本研究は、鎌倉時代末期より室町時代に至

る五山禅林の漢文学において、中国宋代の詩

文がどのように受容されていったか、東アジ

ア海域文化交流という巨視的な視点をも踏ま

えつつ研究するものである。 

いわゆる五山の禅僧たちは、中国に留学し

た者も多く、寧波を中心とする東アジア文化

交流の重要な一翼を担う存在であった。彼ら

に影響を与えた中国詩文の中で最も中心的な

位置を占めたのは宋代の詩文であるが、本研

究はその中でも特に詩文集の注釈と詩話とい

う二種類の文献資料に着目する。 

中国宋代の詩文集注釈と詩話の編纂状況お

よびそこに現われた文学観のあり方を視野に

入れつつ、五山禅林におけるそれら文献資料

の受容状況を整理・検討するともに、それら

の文献資料がどのような加工・増修を受けた

か、そして日本独自の詩文注釈・詩話の形成

にどのように関わっていたか、その全体像を

明らかにすべく、本研究は次の三点を主要目

的として行われる。 

(1)五山文学における宋代詩文の受容を反映

する文献資料に関する文献書誌学的研究。 

(2)五山文学における宋代詩文の受容を反映

する文献資料に関する文学論的・社会文化論

的研究。 

(3)上記(1)(2)を踏まえた東アジア海域文化

交流に関する研究。 

上記の(1)に関しては、国内外の伝存漢籍の

調査を通して、従来の研究に漏れたものにつ

いて実態調査を行いつつ、五山禅林における

漢籍の受容・伝承・加工の全体像、およびそ

の文献学的特質を明らかにする。 

上記の(2)に関しては、宋代詩文に関する研

究と関連づけながら、五山禅僧の漢詩文受容

とその創作の全体像を、詩話や注釈にあらわ

れた文学観や当時における詩文の社会的文化

的意義を明らかにする。 

そして、上記(3)に関しては、他の分野と共

同で開催するシンポジウム・セミナー等にお

いて、上記(1)(2)の研究成果について多角的

な検討を加える。それによって、東アジア海

域文化交流に関する新たな理論的枠組みの提

示に寄与することをめざす。 
 

３．研究の方法 
本研究は、中国文学、日本文学双方の研究

視点、および東アジア海域文化交流の視点を

総合する形で行なわれたものであるが、特に

上記研究目的の（１）に関しては、次のよう

な方法によって研究を行った。 

まず、五山文学に影響を与えた中国詩文の

中で最も中心的な位置を占めた宋代の詩文、

とりわけ詩文集の注釈と詩話という二種類の

文献資料について、中国国内での受容・伝承

について検討を加え、それを踏まえつつ、日

本の五山禅林におけるそれら文献資料の受

容・伝承の解明を行った。その際に、『聯珠詩

格』、『錦繍段』といった版本資料に加えて、

特に重要な資料として重点的に検討を加えた

のは、抄物と呼ばれる五山禅僧の書きあらわ

した文献資料である。特に多々ある抄物のう

ち、『貞和集』（『聯芳集抄』）に特化して研究

を行った。同書には、中国宋元代の禅僧たち

の詩文をはじめとする中国の典籍が豊富に引

用されており、それについて詳細な検討を加

えることにより、従来十分に解明されている

とは言い難い五山文学における中国典籍の受

容実態を明らかにしようとした。 

上記の(2)に関しては、まずは中国宋代にお

ける詩文集・詩話の整理・編纂状況に関する

研究に重点を置いて進めた。そのうえで、そ

の成果を踏まえつつ、五山禅林における抄物

などの文献資料に対する検討を加えた。中国

文学研究の成果を五山文学研究にいかにして

活用するかという研究方法をめぐる相互検討

も重要な課題となった。 

上記の(3)に関しては、本特定領域研究の他

の研究班との相互交流を密接に図った。具体

的には、日本史・東洋美術史・禅宗仏教学・

中国宋代思想史・中国宋代史・喫茶文化学等

をはじめとする他分野と共同でシンポジウム

やセミナーを開催し、それぞれの成果を持ち

寄り相互に検討を加えた。 
 
４．研究成果 
以下、研究期間内に行った主な研究のうち

特に三つの項目を取りあげて、それぞれの成

果について述べたい。 

(1)五山文学関連文献資料の調査・研究 

金刀比羅宮図書館・明徳会図書館・柳川古

文書館・岩瀬文庫・山口大学総合図書館・九

州大学付属図書館・久留米市立中央図書館・

神戸市立図書館・神戸大学付属人文科学図書

館等の国内の所蔵機関、上海図書館・浙江図

書館・南京大学図書館・鎮江市図書館・台湾

国立故宮博物院図書文献館・台湾国家図書

館・中国国家図書館・北京大学図書館・復旦



 

 

大学図書館等の国外の所蔵機関において、五

山文学関連の文献資料調査を行った。また、

これと並行して『貞和集』をはじめとする五

山抄物資料に関する研究を行った。 

上記研究の成果は『韻府群玉』、『錦繍段』、

『聯珠詩格』等の書物に関する研究論文とな

って結実した。いずれも綿密な書誌学的調査

に立脚して、日本における中国文献の受容・

展開の実態を詳細に明らかにした研究であり、

今後の研究にとって重要な基礎を提供するも

のである。この項目の代表的な成果としては、

堀川貴司「五山における漢籍受容―注釈を中

心として―」、住吉朋彦「旧刊『聯珠詩格』版

本考」などがある。 

(2)「東アジアのなかの五山文化」研究 

本特定領域研究では重点項目研究として

「東アジアのなかの五山文化」を設定し各研

究班を横断するかたちで研究を行った。その

一環として 2007 年度には、二回の国際シンポ

ジウム「東アジア海域文化交流のなかの五山

禅林Ⅰ」「同Ⅱ」を、2008 年度には夏期セミ

ナー「東アジア海域の中の五山文化」を開催

したのに加えて、2008 年度以降、五回にわた

って「東アジアのなかの五山文化」研究会を

開催した。本研究班は、これらの活動に中核

となって関わった。 

本項目の研究は、単に文学研究のみならず、

日本史、宗教・思想史、美術史、喫茶文化研

究といった多方面の視点を交えて、総合的に

五山禅林の文化について検討したものである。

これまで各研究分野に分かれて行われてきた

「五山文化」研究に共通のフィールドをもた

らした点で、その意義は少なくない。この項

目の成果については、本特定領域研究の一般

向け叢書の一巻、および専門論文集として公

刊する計画を進めている。 

(3)宋代詩文研究 

宋代の詩文集の刊刻状況や詩文集に附され

た注釈などに関する研究を行うとともに、毎

年５月に宋代詩文研究会・宋詞研究会と合同

で「宋代文学研究談話会」を開催し、中国の

研究者も加わって宋代詩文に関する多角的な

検討を加えた。 

上記(1)(2)が日本の五山禅林に焦点を当て

た研究であるのに対して、本項目の研究は宋

代の中国に焦点を当てた研究である。日本に

おける受容のあり方を視野に入れつつ、宋代

の詩文集について検討を加えることにより、

日中間の文学・学術交流に関する新たな知見

を少なからず得ることができた。そのうち特

に中国宋代における詩文集の編纂・刊刻状況

に関する研究成果については、中国宋代文学

会主催の国際シンポジウムなどにおいて報告

を行った。この項目の代表的な成果としては、

内山精也「宋代刻書業の発展と宋詩の近世化

現象」、浅見洋二「校勘から生成論へ―宋代の

詩文集注釈、特に蘇黄詩注における真蹟・石

刻の活用をめぐって―」などがある。 

最後に、以上を踏まえて本研究の持つ意義

について述べたい。 

これまで、五山文学に関する研究は必ずし

も十分とは言えなかった。その理由の一つに、

五山の禅僧たちが依拠した中国の文献資料に

関する理解が行き届いていなかったことが挙

げられる。その欠を補うものであった点で、

まず本研究は重要な意義を持つ。日本と中国

という双方の視点を導入することによって、

従来型の日中比較文学研究とは異なる新たな

研究領域・研究方法が創出される可能性を切

り開いたと言えよう。 

五山の禅林には、中国留学の経験を持つ日

本人僧も多く、また中国からの渡来僧も多く

活動していた。まさに中国と日本という異な

る言語文化が交差・融合する特別な空間であ

り、そこには「寧波」を核とする東アジア海

域文化交流が凝縮して現れている。かかる五

山禅林にあって、どのような文学・学術活動

が行われていたのかを検討する本研究は、本

特定領域研究の重要な核の一つとなるもので

あった。 

多様な研究分野との連関のもとに、東アジ

ア海域文化交流という巨視的な視点から五山

禅林の文学・学術活動が持つ意味を明らかに

した点で、本研究は五山文学研究に画期的な

進展をもたらしたと総括できよう。 
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